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【研究目的】 

 腕時計の自動巻き機構をベースに、収穫した振動などのエネルギーを一旦力として蓄え、

その後再発電し、負荷に供給するエネルギーモジュールを開発している。その技術開発の一

貫として、蓄力部に関し、従来の鋼を用いたぜんまいに替わるものとしてSi-MEMS構造の可

能性を検証した。 

【成   果】 
 本研究は、平成22年度・独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構、新エネル
ギーベンチャー技術革新事業「電池に代わる新世代エネルギーモジュールの技術開発」の一
部として実施したものである。東北大学ナノテク融合技術支援センター、および東北大学試作コ
インランドリが保有するMEMS加工設備・ノウハウにより、高アスペクト比（L/S: 10/10μ m、
Depth: 400μ m）のSi薄帯の発条構造を作製した。単体各チップの取り出し（リリース）にも成功
し、ぜんまいとしての巻上げ動作も達成している。トルク等詳細な特性は現在評価中である。 
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加工後のウエハーの様子 
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